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行動指針

私たちの3つの約束

CommunicationCommitmentChallenge

仲間を尊重し、心を通わせ、
チームワークを発揮する。

お客様に対し、社会に対し、
責任感を持ち、誠実に行動する。

未来を変える情熱を持ち、
常に高い目標を掲げ、挑戦する。

人を大切にします。

一人ひとりの個性や
価値観を尊重し、

互いの力を最大限に活かします。

確かな技術とあふれる情熱で、
お客様の喜びと感動につながる
サービスを提供します。

全てのステークホルダーの
皆様とともに、

世界へ、そして未来へ向けて
成長し続けます。

確かな技術に基づく、
最高のサービスを提供します。

世界と未来を見つめ、
成長し続けます。
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CAMPの詳しい情報はこちら

https://www.camp-k.com/
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経営理念

私 た ち の 使 命

お 客 様 か ら の 信 頼 を 基 に 、共 に 新 た な 価 値 を 創 造 し 、夢 あ る 未 来 を 拓 き ま す 。

夢ある未来を、共に創る

巻末
コラム

SCSKグループの社会貢献活動「CAMP」
　CAMP（Children’s Art Museum & Park）は、未来を
担うこどもたちの「ともに創る力」を育むSCSKグループの
社会貢献活動として、2001年4月にスタートしました。
　CAMPでは、こどもたちが主体的に楽しんで活動できる
ことをなによりも大切に考え、「考える」「つくる」「つながる」

「発表する」「ふりかえる」という5つの要素が織り込まれた
ワークショップを小中学生向けに提供しています。こども
たちはグループワークでの共創活動を体験することで、い
ろいろな表現方法を知るとともに、これからのこどもたち
に必要な社会性や他者や多様性を受け入れ、楽しむ心を育
んでいきます。

　全国各地のSCSKグループ拠点で産官学連携による
CAMP活動を展開することにより、次世代育成活動を推進
し地域活性化に貢献しています。ワークショップでは各拠
点の社員や地元の大学生がこどもたちの主体性を引き出
し各場面に応じた適切なサポートを行うファシリテーター
として活躍しています。ファシリテーターの経験は学びや
気づきを得る機会になっています。

SCSKのブランディング拠点「SCSK LINK SQUARE」を開設
　SCSKは、SCSKグループのさらなるブランド力の強化に向
けた発信拠点、お客様との共創拠点として、「SCSK LINK 
SQUARE（エスシーエスケイ リンク スクエア）」を2024年6月
に東京ミッドタウン八重洲に開設しました。お客様にSCSKグ
ループの存在意義・提供価値を認知していただくとともに、
SCSKの最新ソリューションや最先端のデジタル技術を体験で
きる場所になります。SCSKグループはSCSK LINK SQUARE
を起点に社会が必要とする新たな価値を創出していきます。

SCSK LINK SQUAREについて
SCSKグループは、経営理念「夢ある未来を、共に創る」の実現に向け
て、成長戦略としてサステナビリティ経営を推進しています。グラン
ドデザイン2030で掲げる「共創ITカンパニー」の実現に向けて、
SCSK LINK SQUAREを以下3つの目的/ミッションのもと開設い
たしました。

SCSK LINK SQUAREの目的
● SCSKグループの事業を通じた価値創造に、お客様と共感する場
● ライブオフィスで新しく柔軟な働き方を実感できる場
● 先進的なテクノロジーや取り組みなどを業界の垣根を越えて共創・

実証・発信する場
オープンでフレキシブルな空間とすることで、組織を超えた社員同
士のコミュニケーション活性化を図ることも できるエリアになって
います。

エリア概要について
SCSK LINK SQUAREは「 WELCOME AREA」「 EXPERIENCE 
AREA」「 LIVE OFFICE AREA」 「 COLLABORATION AREA」

「EVENT AREA」の5つのエリアで構成されており、それぞれのエリ
アを通して 当社を深く知り、コミュニケーションを交わし、価値創造
に向けた共創活動が実践できる設計としています。

SCSK LINK SQUAREのコンセプト
SCSK LINK SQUAREのコンセプトは「心地よい未来の共創空間」で
す。この場所を通じて、素敵で心地よい 「共創体験」を得てもらい、
お客様をはじめとするご来訪者と「共創」を生み出してもらいたいと
の想いを込めました。

ロゴマークには「繋がる」「集まる」をイメージし、
この場所を通じて繋がっていくことを表した 
ロゴマークと なっています。

WELCOME AREA

COLLABORATION AREA

EXPERIENCE AREA

EVENT AREA

SCSKグループ拠点を中心に日本全国で活動しています
ワークショップ開催回数1,242回　総参加者数24,046人

（2001年4月～2024年3月）
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「統合報告書2024」は、業績や事業戦略などに加え、サステナビリティ活動などの非財務情報を総合的に報告した冊子として編集しています。
中長期的視点に立ってステークホルダーに配慮しながら持続的な企業価値向上に取り組むSCSKをご理解いただければ幸いです。

記載に関する注意事項  
　本冊子に掲載されている商品またはサービス等の名称は、SCSKあるいは各社等
の商標または登録商標です。また、本冊子内の「SCSK」および「当社」という表記は、
一部「SCSKグループ」全体を指す場合があります。

免責事項  
　本冊子は、SCSKの業績および事業戦略に関する情報提供を目的としたものであ
り、SCSKの株式の購入や売却を勧誘するものではありません。本冊子の内容には、
将来の業績に関する意見や予測などの情報掲載をすることがありますが、これらの
情報は、冊子作成時点のSCSKの判断に基づいて作成されています。よって、その実
現・達成を約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。
本冊子利用の結果生じたいかなる損害についても、SCSKは一切責任を負いません。
また、本冊子の無断での複製、転送などを行わないようにお願いいたします。

報告範囲

報告期間

発行年月SCSK単体
SCSKグループ

2024年3月期（2023年4月～2024年3月）
一部、2025年3月期の内容も含んでいます。

2024年9月

参考としたガイドライン

• 国連グローバル・コンパクト
• ISO26000
•  IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」
•  Global Reporting Initiative（GRI）「GRIスタンダード」
• 経済産業省「価値協創ガイダンス2.0」
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サイト
https://www.scsk.jp/ir/ 
index.html

サステナビリティ 
サイト
https://www.scsk.jp/corp/
csr/index.html

決算短信

決算説明会資料

事業報告

統合報告書

有価証券報告書 コーポレート・ガバナンス報告書

読者の皆様にSCSKの取り組みをより分かりやすくお伝
えすることを目指して、以下の3点を中心に冊子の構成
を見直しました。

1
経営資源の掲載

財務資本、知的資本、自然資本、社会関係資本、人的資本
を活用して、これまで社会課題解決に貢献してまいりま
した。これまで積み上げてきた当社の経営資源を一覧に
て分かりやすくまとめています。これら5つの資本を組
み合わせ、これからも戦略的な活用・増大を図り、さら
なる価値創造を追求してまいります。

2
強みである技術と 

人材についてのメッセージ
中期経営計画の基本戦略を推進する上で、経営基盤強化
の土台である技術ドリブンの推進と人材価値最大化に
ついて、それぞれの担当から現状の取り組みを解説して
います。

3
コーポレート・ガバナンスの開示強化

2024年4月にガバナンス体制を変更したことに伴い、新
任取締役会議長、および指名・報酬等諮問委員会、利益
相反取引管理等諮問委員会の両新任委員長のメッセー
ジを掲載しました。また取締役会での審議内容の記載を
充実させるなどして、開示品質の一層の向上に取り組み
ました。
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